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研究概要

　太陽光の全く届かない深海には地球のマグマの熱をエ

ネルギー源とした生態系―海底熱水系―が存在してい

ます。我々の研究室ではそこに住む未知の微生物を採

取するために図１に示すような現場培養器を開発しまし

た。海底熱水系で不足している栄養分を含む岩石を担体

とすることにより微生物を固相培養します。海底熱水系

は 300℃もの高温なので，培養槽内を３つの層に区切っ

て各層間に穴を開け，熱水－海水間に自然に温度勾配が

できるようにしました。採取された微生物を単離し 16S 

rDNA 配列により同定して生理・生化学的な研究を行って

います。

　図２は最近我々が単離した超好熱性古細菌（至適生育

温度 90℃）Thermococcus coalescens が融合するところ

を撮影した光学顕微鏡写真です。Thermococcus 属は生

命の起源に近いところに位置すると考えられています

が，特にこの菌は培養過程で細胞融合することから，よ

り古い形質を保持していると言えます。電子顕微鏡観察

からこの菌は細胞壁を持たないことがわかり，細胞融

合する理由の一端が解明されました。現在，細胞融合に

よる遺伝子の水平転移について研究を行っています。　

Thermococcus coalescens の産するプロテアーゼの研究

も進行中です。このプロテアーゼは 1% SDS（石鹸の一種）

の存在下 90℃でも働く非常に強力な酵素で産業への応用

が期待されます。
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